
 

くり上がりやくり下がりがある場合は、

ひっ算で計算をしたり、たしかめの計算

をしたりするのもよいです。 

ひっ算や時計の絵、数の

線などを書いて考えても

かまいません。 

ただし、見た人がどれが

答えかわかるように、答

えをはっきり書きます。 

２ 式は、２時―10 分―15 分 

  などでもかまいません。 


